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　市では、皆さんと共に最適な地域交通のあり方について考えてい
くため、ＪＲ留萌本線の現状などに関する情報を発信しています。

　　ＪＲ留萌本線の
現状と今後①

市・政策調整課　　４２‐１８０９問

特 集

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
平
成
28
年
11
月
、
自
ら

の
経
営
努
力
を
行
っ
て
も
安
全
な
鉄
道
輸

送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
と
し
て
、「
当

社
単
独
で
は
維
持
困
難
な
線
区
（
Ｊ
Ｒ
留

萌
本
線
含
む
13
の
線
区
」
を
発
表
し
、
道

内
の
交
通
問
題
と
し
て
全
国
的
に
も
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
萌
本
線
は
、明
治
43
年
の
開
業
以
来
、

貨
物
輸
送
を
振
り
出
し
に
地
域
の
交
通
手

段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
50
年

に
は
１
日
約
２
０
０
０
人
以
上
の
利
用
が

あ
っ
た
も
の
の
、
直
近
の
平
成
30
年
に
は

１
日
約
１
４
５
人
と
極
端
に
利
用
の
落
ち

込
ん
だ
線
区
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
、
鉄
路
の
維
持
と
Ｊ
Ｒ
の

再
生
は
、
国
の
責
任
で
対
処
す
る
べ
き
課

題
で
す
。
し
か
し
、
人
口
減
少
や
時
代
の

変
化
の
中
で
、
地
方
の
移
動
手
段
で
あ
る

公
共
交
通
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
と
い
う

問
題
は
、
地
域
と
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
す
。
公
共
交
通
は
利
用

者
が
あ
っ
て
こ
そ
の
交
通
手
段
で
あ
り
、

利
便
性
・
経
済
性
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

沿
線
自
治
体
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
も
こ
の

地
域
の
将
来
の
た
め
、
今
後
さ
ら
に
議
論

を
尽
く
し
て
結
論
を
導
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
地

域
に
と
っ
て
最
適
で
持
続
可
能
な
地
域
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
と
Ｊ
Ｒ
問
題
に
つ
い

て
の
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
市
民
に

と
っ
て
最
善
の
結
論
を
導
く
た
め
に
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
個
別

協
議
を
進
め
、
代
替
交
通
や
新
た
な
交
通

体
系
の
考
え
方
、
地
域
振
興
策
な
ど
に
関

す
る
考
え
を
確
認
し
、
先
に
開
催
し
た
市

政
懇
談
会
の
中
で
、
次
の
と
お
り
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
考
え
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た
。

　

存
続
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
留
萌
市

の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
沿
線
の
２
市
２
町

で
「
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
沿
線
自
治
体
会
議
」

を
設
置
し
、
国
や
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

と
の
各
協
議
を
は
じ
め
、
首
長
同
士
の
意

見
交
換
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
の
経

営
再
生
と
国
の
責
任
の
下
で
鉄
路
の
存
続

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
に
関
し
て

は
、「
鉄
道
よ
り
も
他
の
交
通
機
関
と
の

代
替
も
含
め
、
地
域
で
の
検
討
協
議
が
必

要
で
あ
り
、
利
便
性
や
効
率
性
の
向
上
が

期
待
で
き
る
線
区
」
と
の
考
え
の
下
、国
・

北
海
道
と
し
て
は
、
鉄
道
の
持
続
的
維
持

で
は
な
く
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
検
討
と
協
議
を

行
っ
た
上
で
、
結
論
を
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
線
区
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
は
、
８
つ
の
黄
色
線

区
を
対
象
と
し
て
、
利
用
促
進
の
た
め
の

臨
時
的
な
財
政
支
援
や
沿
線
地
域
が
作
成

す
る
事
業
計
画
へ
の
支
援
に
よ
り
、
鉄
道

維
持
に
関
す
る
提
言
を
国
に
提
出
す
る
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

留
萌
本
線
は
、
そ
の
対
象
に
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　３年前にＪＲ北海道が、自身
の運営について、道内 13 線区
の見直しを発表しました。その
内、赤線区・黄色線区という形
で、５と８。その内の５という
のが、留萌線を含めて、他の代
替交通で交通手段を維持できな
いか、残りの８についてはそれ
ぞれの市町村も負担して、なん
とか利用促進を行っていくとい
う形です。
　留萌線を今後維持していくた
めには、約９億円の赤字が発生
しており、それを４つの市町で、
単純に線路の長さで考えていく
と、その内の６億円を負担する
ことになります。
　皆さんが疑問に思うのは、そ
の赤字を国や北海道が負担しな
がら、市町村と協力して利用促
進をしていくべきじゃないかと
いうことだと思います。
　ＪＲ北海道も国から監督命令
が出ていますから、当然その命
令の中には線区の見直しという
ものが出されております。国と
しては、ＪＲ北海道が、自らの

経営改善方針を条件に２年間に
限り、引き続き支援をしていく
ということで、令和元年・２年
で 400 億円という財政支援を
しています。
　ＪＲ北海道の話によると、５
年間の計画の中で、留萌線はさ
らに厳しい状況になってくるも
のと思っております。その中で、
今後、留萌市のまちづくりのこ
とを考えると、ただそのことを
受け入れるだけではなく、市と
して、その次の対策も打ってい
く必要があるだろうと思ってい
ます。
　具体的には、るしんふれ愛
パーク、留萌駅も含め、駅周辺
エリアでの賑わいづくりに向け
た新たな公共施設の誘導など、
まちづくりの一環として、次の
一手をなるべく早く考え、提案
していくべきと考えています。
　ＪＲ北海道が企業として、廃
線やむなしの考えで、通告を受
けてからまちづくりを考えてい
くのではなく、今から次の一手
を考える時期に来ていると思っ

ております。
　ただし、留萌線は「点」では
なく「線」の問題ですので、単
純に留萌だけが容認したとして
も、「線」で考えるとなれば、
今後、沼田町、秩父別町、深川
市と十分協議しながら、このこ
とを整理し、結論を出していか
なければならないと考えていま
す。
　私としては、今の段階では、
両方を選択肢として見ながら、
今後に向けて、市民の皆さんへ
の情報提供と各沿線自治体とも
十分協議を進めた上で、私なり
に判断していきたいと考えてい
るところです。

今は両方を選択肢として見ながら
各沿線自治体で十分に協議したい

市長中西  俊司

維
持
困
難
13
線
区
が
発
表

交
通
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

沿
線
自
治
体
会
議
を
設
置

国
や
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
へ

最
適
な
地
域
交
通
の
あ
り
方
を

一
緒
に
考
え
て
い
く
た
め
に

①バス転換の考え方　　　　　◎既存のバス路線への費用負担、バス購入などへの初期投資支援
　　　　　　　　　　　　　　◎デマンドタクシー運行に対する支援（バスが運行していない時間帯）
②通学生、通勤者などへの対応　◎廃止時、鉄道定期券利用者に対して差額分を補償
③その他　　　　　　　　　　◎ＪＲ深川駅へのバスの乗り入れや鉄道との接続を考慮したバス
　　　　　　　　　　　　　　　体系の実現
　　　　　　　　　　　　　　◎ＪＲ深川駅に無料駐車場を整備

みんなで
考えよう

【 年度別輸送密度（ＪＲ留萌線（深川～留萌間）） 】
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２千人以上も減少

■ 留萌線に関するバス転換等の考え方（ＪＲ北海道）

※ＪＲ北海道単独では維持困難な線区 
赤 線 区…輸送密度 200 人未満の線区
　　　　　（留萌線を含む５線区）
黄色線区…輸送密度 200 人以上 2,000 人未満の線区
　　　　　（宗谷線ほか７線区）

1,582人

654人


